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�頭コラム  

「�づくり・��づくり」の�⼀�

 �々な�来事があった令和５年が�わり、�しく令和６

年が�をあけました。��れば、昨年は�⼝が⾒えないよ

うに思われたコロナ�がようやく�束に向かうという、�

が待ち�んだ�るい兆しの⾒えた年であったと思います。

しかし⼀�で、ウクライナで戦�が�くなか中東で�たに

��な戦�が�こるなど、やはり�界は�乱し�けまし

た。

 そんな中で�えた令和６年。

 例年にないほどの暖�で穏やかなお正⽉になると思って

いたところに、元旦の��半�の⼤地�、２⽇の�⾏�事

故と⼤�な災いが�こってしまいました。犠牲になられた

�には�んで�悼の�を�しますとともに、�なお�災さ

れている�に�からお⾒�いを申し上げます。
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�頭コラム 「�づくり・��づくり」の�⼀�
 そんな中、��を⾒つけることもできました。元旦の地�を�える��の中では、女性

アナウンサーの�からの�葉がとても��的でした。��されていた��をマニュアルど

おり�み上げるのではなく、��に�災地に立って�の�から�んでいるような発�に�

�を受けました。

 また、�⾏�事故で���側の�員が脱�できたのは、��な状況の中

で�⼒を尽くされたキャビンアテンダント、衝��に�を何とか�⽌させ

て乗�が�員��するのを��するまで�内にとどまった��をはじめク

ルーの�々のおかげです。

 いずれも、�い使��と�いプロフェッショナリズム、それを�える技

量がなければなされなかったことだと思います。

 �業や�々な��の中で、こうした�い使��と�いプロフェッショナリズムを�えた

�材がいるからこそ、��や���体がより良い⽇々を�えることができているのだと思

います。�回は災�という�しい場⾯でこの事�を再��したわけですが、この事�もし

くは価��⾃体はあらゆる�業、あらゆる�業・��において��するものでしょう。だ

からこそ、こうした価��がしっかり�わった�業が⼀�でも�えてほしいものだと思い

ながらコンサルタントとして�援しています。

 ⼀�で、�が�れる現場では、こうした価��をほとんど理�されていない�員が�く

を占める�業さまが�在するのも事�です。単に⽣活のためのお金を�ぐためだけに働い

ているという�員さん、これしかやることが思いつかないから�の仕事をずっとやってい

るという�員さん。

 お金を�ぐために仕事をするのは何ら問題ありません。しかし、お金を�ぐため"だ
け"に仕事をするのは、ご��のためにも、その��のためにも、そして��や��のた
めにも�ましくないというのが、�の�えです。これでは�も�せになれません。背�に

あるのは、�のコンサルティングのバックボーンの⼀つである、「��とは、�が�せに

なる仕�みである」という�えです。

 こうした状況を��するためには、何よりもまず「�づくり・��づくり」をしっかり

しなければなりません。そして「�づくり・��づくり」の�⼀�は、⾃�は、⾃�はな

んのために�在しているのかを⾒つめなおすことではないでしょうか。

 �たちは、��で�くのことを�んできました。しかし、�も⼤切な問いの�えは�ば

ないで�ごしてきました。�なくとも、�の場�はそうでした。その⼤切な問いとは、

「�はなぜ⽣きているのか」というものです。�か周りの��な�に�えを�めても、正

しい�えを�えてくれることはないのではないでしょうか。しかし、���援の仕事を�

じて、⾃�なりにわかったことがあります。それは、�⼀この問いに�えることができる

�物がいるとしたら、それはその問いを発した��だということです。なぜなら、��な

ら⾃�の�⽣に何らかの�味づけをすることが可�だからです。�にいえば、��にしか

それはできないことでもあります。

 ��で�えられなかったことを�べる場、�えることができる貴重

な場が、�業であると�は�えています。もし、⾃�の�員の使��

が不⾜しているかもしれないと�える��者の�がいらっしゃれば、

⼀�ひとりの�員さん、スタッフさんの�⽣を⾒つめ、�り�ってあ

げてみてください。そして、上�したようなことについての気づきを

�し上げてみてください。その「�づくり・��づくり」の�⼀�を

踏み�すことから、�い��、�々を�から�せにできる�業づくり

が�まると思います。



「たいていの場�、『�界』は知らず知らずのうちに⾃�で�⼿に

作ってしまっているもの。」

「覚悟を決める。できないことを�める。仲間にはない、⾃�の�みにフォーカスす

る。これらはすべてつながっている。そして任せあえる��は、仲間みんなが��の

パフォーマンスをすることにつながっていくのだ。」

「仲間との�束は、常に『双�向』である。仲間との�頼��は�間的なものでなく、

ずっと�いていく『�束』があって�めて成り立つ。」

「��者の��は、常に半�先にいてゼロからの種まきをすることだ。」
                南�⼀郎著「ともに戦える『仲間』のつくり�」

              

 南�⼀郎�は、1976年⽣まれ。タフツ⼤�を�業�、モルガン・スタンレー��で
��したのち、��イーグルスの立上げ時にスタッフとして��。その�、株式��

ビズリーチを�業。「ともに戦える『仲間』のつくり�」では、ビズリーチ�を立ち

上げて軌�に乗せるまでの��を物�⾵に�されています。まるで、�が�きなマン

ガ「ワンピース」のように�しく�めました。同�は�まれな⾏動⼒と�気で、昨年

は「⼤リーグ�団のオーナーになる」という��期からの�も�えておられます。

 �援の現場から  
  ”良い��ほど、やっていること”
 ⽇�の�援の中で⼤切にしていることの⼀つに、��の仕�みづくりがあります。どん

な�業においても、まず「戦略・��・⾵⼟」の３つをしっかり作り�んでいくことが⼤

切です。永�できる�業ほどこの３つの⼤切さをよく理�し、�しい⽇々の業�を�い�

にすることなく、この３点のつくり�のために時間と労⼒を�いておられるものです。

 この３つはちょうどジャンケンの「ぐーちょきぱー」のようなもので、どれが他よりも

優れている（⼤切である）ということはないし、どれが�けてもいけないものです。

 �に、��を作るうえでは仕�みを作っていくことが必�です。仕�みについては、⽬

的を��にしたうえで、できるだけ⼿�いものにしたいものです。けれど、その仕�みが

脆�な�業が�いなぁというのが、⽇々の�援の中での��です。

 ところで、�援の中では優良な�り�みをされている�業の事例をホームページなどで

ご��することがあります。�回、現場でご��させていただいたのが、リハプライム株

式��さま。

 弊�とは何の�点もありませんが、ホー

ムページを拝⾒して�晴らしい�り�みを

されているなと思った��です。例えば、

理念��のための�り�みのページを拝⾒

すると、��理念を��させるために��

に�り�んでおられることを20件もご��
されておられます。 

 良い��ほど、やるべきことを��して

やり切っておられる�例です。

 

経営サプリ



��理念��理念
働く�⼀�ひとりの思いを⼤切にしながら、��者・従業員ともに�りを持っていきいきと

働くことのできる�場作りを�現することで、��貢�いたします。

弊�がご提供する主なサービス弊�がご提供する主なサービス

◆�づくり・��づくりに�する�援内�◆

事業��作成、��の仕�み・⾵⼟づくり、リーダー�材（⾃律型�材）�成 ほか

◆�業��に�する�援内�◆

ホームページ作成、�売促�策の��、��品開発、ブランディング開発（ブランド⼒向上）
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����

12⽉の�旬に、��に�めていた�の仲間と��で⼀泊し
ました。��に⾏ったのは�めてです。��の�が�いか

と思っていたのですが、��は若い�代にも�気なのだと

か。��は、�の��から⾒た�陽です。�に⾯した��

だったので、⾒事な�焼けでした。�⽇の�ではありませ

んので、念のため。

前�まで使⽤していたこのニュースレターの⽤�が、メー

カーで⽣�中⽌になってしまいました。�１�を�す前に

�んなタイプの⽤�を�⾏��した�に�んだものだった

ので�念ですが、しばらくはこの⽤�でお�けします。

 ��淡路⼤�災から、�年で29年が�ちます。�災当
時、�は⻄��に�んでいました。その２年�に�戸�内

に��してから、六甲��は⽣活に�かせない�となりま

した。いまでは弊�事��の��り�でもあります。周�

は金���などのインフラや���、�々なサービス��

など何でも�う、とても便利な街です。が、�災当時は、

�架上にあった��が崩れ�るという⼤きな打�を受けま

した。復�までに２年はかかるとも�われた��はたった

２か⽉半で復旧されたそうです。�⻄テレビHPでは、当時
復旧に�わった����の�の声を��しています。

 「作業�中で��があったんで、��や� と�てて必�
で�げたこともあります。怖かったんですけど（中略）そ

れが��業の使�だという思いもだんだん�まってきまし

た。」

 �たちが当たり前だと思っている便利な⽇常は、じつは

昔、�くの�々の⼤�なご尽⼒があったからこその当たり

前だったんですね。

六甲�だより      JR六甲��


